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（１） これまでの振り返り



（１） これまでの振り返り

➢ １）推進本部会議・都市圏周辺自治体とのトップ会談

会議名 会議内容結果

R6第１回推進本部会議
（R6.6.5）

・熊本都市圏の渋滞解消に向け、官民連携のもとで多段階的な対策を強力に推進し、施策の実施方針を明確にして発信

していく。また、都市圏の各市町とのトップ会談を実施していく。

熊本市トップ会談
(R6.7.18)

・都市圏渋滞における課題や取組みの方向性について意見交換を実施。 ・ 県市が共通の目標のもと、国とも連携しなが

ら、渋滞解消に取り組んでいくことを確認。 ・「自動車１割削減、渋滞半減、公共交通２倍」のキーワードを共有。

熊本県・熊本市
調整会議 (R6.8.19)

・熊本市東部・北東部エリアをターゲットに、交差点改良や公共交通への利用促進に向けた取組を実施し、年内を目途に、

短期対策の具体箇所、近隣自治体を含めた方向性等を示す。・９月に、県・市合同で時差出勤等の取組みを推進する。

周辺市町とのトップ会談
（R6.9.11～R6.10.9）

幹線道路や主要な交差点の混雑、幹線道路から町道への通り抜け交通が多い、JR豊肥本線・熊本電鉄の機能強化、空

港アクセス改善、公共交通への利用転換などの各市町が抱える交通課題について意見交換を実施。

※嘉島町（R6.9.11）、菊陽町（R6.9.11）、合志市（R6.10.3）、大津町（R6.10.9）、益城町（R6.10.9）

熊本県・熊本市
調整会議(R6.12.26)

・３年以内に３０カ所の交差点改良等を実施、１０年以内に主要渋滞箇所８０箇所の改善に向け取組を実施 ・１年以内に

オール熊本で時差出勤を推進（１万人のオフピーク通勤） ・１０年以内にすべての移動手段のうち公共交通が占める割合

（公共交通分担率）を２倍にするといった具体的な対策と目標を共有した。

R6第２回推進本部会議
（R7.3.14）

・渋滞解消に向けた、道路施策、公共交通施策、交通を分散する取組みの進捗状況を報告。

・渋滞対策を周辺自治体とのトップ会談の意見交換の結果を報告するとともに、市町の抱える都市圏交通の課題に対して

も連携して取り組んでいくことを確認。

R7第１回推進本部会議
（R7.7.14）

・県・市調整会議や渋滞解消推進本部会議で示した取組みの進捗・効果をエリアごとに確認。 ・行政だけでなく、セミコン

周辺の企業でも、車通勤抑制や時差出勤などの取組みが進展。 ・渋滞対策が着実に進んでいることを県民へ発信できた。

熊本市トップ会談
(R7.11.20)

・熊本西環状道路開通で生じた課題を県・市が連携して解決に取り組む。 ・第二空港線の混雑改善へ、県・市・益城町・県

警が連携して対策を進める。 ・JR豊肥本線の活用強化に向け、2次交通や交通結節を県・市が推進する。 ・官民連携の

「オフピーク通勤」を県内に広げ、継続的に推進する。
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加速化対策（短期）：～３年
交差点改良や信号制御の最適化 ３０箇所

市内）主要渋滞箇所 ８か所及びその周辺３か所 ＜ ８/１７４（約 ５％）＞
市外）主要渋滞箇所１６か所及びその周辺３か所 ＜１６/ ５２（約３０％）＞

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
  <都市圏東部エリア> １４箇所：熊本益城大津線 など
 <セミコン周辺エリア> １６箇所：大津植木線 など

■バスベイの整備による交通の円滑化
 ・熊本菊陽線など（１０箇所）

■道路ネットワーク整備の着実な推進
 ・セミコンテクノパーク周辺道路、熊本西環状道路（池上工区）、

熊本高森線（（都）益城中央線））、 大津植木線（辻久保工区）など

抜本対策（中期）：４～１０年
主要渋滞箇所２２６箇所のうち約８０箇所の改善に向け

取組みを強力に推進

■道路ネットワーク整備の着実な推進
・セミコンテクノパーク周辺道路、中九州横断道路、
   国道３号植木バイパス、熊本西環状道路（砂原工区）など

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
・熊本空港線 他

■車から自転車などへの転換
・自転車･歩行者空間の整備

抜本対策（長期）：１１年～
広域道路ネットワークの構築

・熊本都市圏３連絡道路
・中九州横断道路、国道３号植木バイパスなど

加速化対策（短期）：～３年
年間利用者数

路線バス） ・現状（2023年） 2,449万人/年→目標（2027年） 3,000万人/年
市電） ・現状（2023年） 1,009万人/年→目標（2027年） 1,170万人/年

■公共交通の利便性向上及び利用促進
・利用促進キャンペーン、運転士不足対策 など

■公共交通の輸送力強化と基盤整備
  ・豊肥本線の増便･増結や駅施設の改良整備 など

抜本対策（中期）：４～１０年
公共交通分担率を２倍にする

■公共交通の輸送力強化と基盤整備
・「交通連合」の実現、空港アクセス鉄道整備など

抜本対策（長期）
持続可能な公共交通の維持

加速化対策（短期）：～３年
・１年以内に１万人規模の取組み ・時差出勤等に取り組む企業２００社

■集中する“時間”の分散
・官公庁や民間企業の時差出勤・在宅勤務を推進

     ※実施企業の宣言や認定制度等

■集中する“場所”の分散
・既存道路ネットワークの利活用

県市で取り組む道路施策
～車の『流れ』を良くする取組み～

県市で取り組む公共交通施策
～車から公共交通への『転換』を促す取組み～

連携

県市で取り組むその他施策
～ピーク時の交通を『分散』する取組み～

➢ ２）熊本都市圏の取組方針

（１） これまでの振り返り
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19

【セミコン周辺エリア】
企業進出や宅地開発による
交通量の急増に対応

【都市圏南部エリア】
慢性的な渋滞に対応

【都市圏東部エリア】
空港と中心部のアクセス改善に向けた
県・市連携施策の集中施行
第二空港線、国体道路東西線など

宅地開発による交通の増加

＜熊本都市圏における主要渋滞箇所＞ （R6.12月時点）

熊本市 合志市 菊陽町 大津町 益城町 嘉島町 計

箇所数 174 17 13 8 3 11 226

熊 本 県 事 業
（破線は未着手箇所）

（破線は未着手箇所）

（破線は未着手箇所）

4
3 セミコンテクノパーク

周辺エリア

加速化対策（短期）：３年

・交差点改良や信号制御の最適化（１６箇所）
・公共交通の利便性向上及び利用促進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備
・時差出勤や在宅勤務等の取組みを推進

抜本対策

・道路ネットワーク整備の着実な推進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備

加速化対策（短期）：３年

・交差点改良や信号制御の最適化（１４箇所）
・公共交通の利便性向上及び利用促進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備
・時差出勤や在宅勤務等の取組みを推進
・ＢＲＴ実証実験及びバス専用レーンの検討

抜本対策

・道路ネットワーク整備の着実な推進
・公共交通の輸送力強化と基盤整備

加速化対策（短期）：３年

・交差点改良や信号制御の最適化の検討

北東部エリア

健軍電停

南熊本駅

桜町ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ

上熊本駅

熊本駅

新水前寺駅

阿蘇くまもと空港

＜エリア凡例＞

県市連携（短期）

県市連携（中期）

【渋滞対策の取組み方針（位置図）】

拡大図11

12

13

14

15

16

17

周 辺 市 町 事 業

熊 本 市 事 業

国 事 業

主要渋滞箇所 主要渋滞箇所
(解除済み箇所)

主要渋滞区間 交通結節点

県取組み（交差点改良等）

熊本市取組み（交差点改良等）

周辺市町取組み（交差点改良等）

周辺市町取組み（公共交通施策）

番号

番号

抜本対策

・道路ネットワーク整備の着実な推進

施 策 名 時期

公
共
交
通
の
輸
送
力
強
化
と

基
盤
整
備

BRT/LRTの活用

中期
(4～10年)

熊本市電の輸送能力向上や延伸

電鉄を軸とした新たな公共交通ネッ
トワークの構築

市電延伸（（仮称）東町線）

自動運転バスの社会実装

広域的なバス路線や新たな交通モー
ドの導入検討

持続可能な公共交通の維持 長期

＜その他施策＞

施 策 名 時期

集
中
す
る

時
間
の
分

散 時差出勤・在宅勤務等の取組み推進
（市町村での実施、実施企業の宣言
や認証制度等） 短期

（～3年）
集
中
す

る
場
所

の
分
散

既存道路ネットワークの利活用

＜道路施策＞
施策名 時期

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
<都市圏東部エリア> 14箇所
・熊本益城大津線(3箇所) ・国体道路(７箇所) ・小池竜田線(2箇所)
・国道443号(2箇所) ・熊本空港線(1箇所)

＜セミコン周辺エリア＞ 16箇所
・熊本大津線(3箇所) ・大津植木線(2箇所) ・大津西合志線(2箇所)
・国道325号(1箇所)    ・住吉熊本線(6箇所) ・辛川鹿本線(1箇所)
・託麻北部線(1箇所)

短
期
（
～
３
年
）

■バスベイの整備による交通の円滑化
・熊本菊陽線など(10箇所)

■道路ネットワーク整備の着実な推進
・熊本西環状道路(池上工区) ・(都)坪井龍田陣内線
・熊本高森線((都)益城中央線) ・大津植木線(辻久保工区)

・新山原水線((都)菊陽空港線) など

■道路ネットワーク整備の着実な推進
○高規格道路
・中九州横断道路 ・熊本西環状道路(砂原工区)

○その他一般道路
・国道３号植木バイパス ・国道387号（須屋工区) ・国道443号（空港北工区）

・大津植木線（多車線化･合志ICｱｸｾｽ道路）

・辛川鹿本線 ・(都)池田町花園線
・都市圏南部の渋滞対策の検討
・(都)竹迫第二ﾃｸﾉ線<合志市> ・(都)南方大人足線など<菊陽町>

 ・(都)三吉原北出口線など＜大津町＞ ・(都)益城東西線など<益城町>

・(町)上島下六嘉線など<嘉島町> など

中
期
（
～
10

年
）

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
・熊本益城大津線（第二空港線） ・熊本空港線(第一空港線) など

■車から自転車などへの転換
○自転車・歩行者空間整備
・熊本高森線（(都)益城中央線） ・大津植木線（多車線化） など

■広域道路ネットワークの構築
・中九州横断道路 ・国道３号植木バイパス ・熊本都市圏３連絡道路 など

長
期

公共交通機関
（ 熊 本 市 電 ）

その他：交通規制や既存道路の有効活用による渋滞対策などの、方向性が具体化していない
対策についても、引き続き検討を深め、実施可能なものから取組みを推進していく。

＜公共交通施策＞
施策名 時期

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

及
び
利
用
促
進

公共交通利用促進キャンペーン

短期
(～3年)

運転士不足対策

駅やバス停の改良

バス・電車無料の日

市電３両編成導入

利便性の高い料金施策

パーク・サイクル&ライドの拡大

シェアサイクルの利用エリア拡大

公
共
交
通
の
輸
送
力
強
化

と
基
盤
整
備

新水前寺バスベイ設置

バス路線網やダイヤの拡充

豊肥本線の増便・増結、駅の改良

従業員送迎バスの導入や共同運行

交通結節点整備及び二次交通の充実

公
共
交
通
の
輸
送
力
強
化

と
基
盤
整
備

「交通連合/運輸連合」※の実現

中期
(4～10年)

阿蘇くまもと空港アクセス鉄道整備

豊肥本線の速達性向上や複線化

バス優先/専用レーン

路線バスの輸送力向上
※持続可能な公共交通の経営体/人材確保・処遇改善等の課題解決を図る

原水駅

肥後大津駅

御代志駅

（破線は未着手箇所）
国 事 業

新駅

公 共 交 通 機 関
（ J R ・ 熊 本 電 鉄 ）

※時期は取組み開始時期

➢ ２）熊本都市圏の取組方針
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南部エリア

（１） これまでの振り返り
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（２） 主な取組み効果



➢ １）交差点改良の効果

（２） 主な取組み効果
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③熊本大津線「仮）竹迫北交差点」
【整備効果】 ・右折待ち車両が延伸した右折レーン内に収まっており、直進車の阻害が解消

・朝の通勤時間帯で最大滞留長が１３０ｍ減少（２５０ｍ→１２０ｍ）

【対策前】

右折詰まりにより直進
車両が阻害され渋滞
が発生

右折車が多く右折
レーンの長さが不足

竹迫北交差点

【対策後】

竹迫北交差点

至 セミコンテクノパーク

至 セミコンテクノパーク

至 熊本市 至 熊本市

至 菊池市至 菊池市

右折車レーン内に
車が収まっている

(右折レーン 60m 延伸)

直進車両の阻害が解消

※車道を広げ右折レーン延伸



➢ １）交差点改良の効果

④熊本大津線「仮）竹迫交差点」
【整備効果】 ・右折待ち車両が延伸した右折レーン内に収まっており、直進車の阻害が解消

・朝の通勤時間帯で最大滞留長が６５０ｍ減少（８００ｍ→１５０ｍ）                

（２） 主な取組み効果

8

【対策前】

右折詰まりにより直進
車両が阻害され渋滞
が発生

右折車が多く右折
レーンの長さが不足

竹迫交差点

【対策後】

竹迫交差点

至 セミコンテクノパーク 至 セミコンテクノパーク

至 熊本市 至 熊本市

至 菊池市

直進車両の阻害が解消

※車道を広げ右折レーン延伸

右折車レーン内に
車が収まっている

(右折レーン 80m 延伸)



⚫ 官民が一体となった交通渋滞解消に向けた取組みの県民運動化に向け、令和７年
５月８日に「熊本県渋滞対策パートナー登録制度」を創設。

⚫ 交通渋滞の解消を目的とした取組みを行う民間企業等に「渋滞対策パートナー」
として登録いただくことで、取組みの拡大を図り、渋滞の解消を目指すもの。

交通政策課

企画振興部
➢ ２）オフピーク通勤の効果

<３者記者発表の様子>

概要

対象の取組み

275社

の民間企業等が登録
（Ｒ７年度登録分：5月8日～９月3０日）

<制度ロゴ>

<

パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
事
業
者
の
分
布>

⚫ 取組みの横展開を推進する
ため、優良な取り組みを行う。
パートナー登録事業者を表
彰する制度の検討を行う。

⚫ 熊本市と連携し、民間事業
者の参加を促すなど、取組
みの拡大を図る。

今後の取組み

熊本県渋滞対策パートナー登録制度

（２） 主な取組み効果

9



交通政策課

企画振興部

時差出勤等のさらなる推進

➤９月１日（月）～９月30日（火）の期間において、熊本県職員

及び熊本市職員に加え、熊本県渋滞対策パートナー登録

制度の登録企業等に勤務する者（※）で、朝のピーク時

（7:30～8:30）を避けた時間帯に通勤・テレワークによる移動

の低減を実施。

※時差出勤及び在宅勤務等を取組み内容に掲げる企業等に限る。

官民連携で１万人/日が時差出勤またはテレワーク対応目標

取組みの効果検証
（Ｒ７年度：時差出勤先進県くまもと推進事業）

２市４町（熊本市、合志市、菊池郡大津町、菊陽町、

上益城郡嘉島町、益城町）

の主要渋滞箇所から
複数地点を抽出の上、効果を測定

官民連携での取組みの実施

１0,687 人

時差出勤又はテレワーク実施者数 （R7.9） （参考：実績内訳）
熊本県：1,467人
熊本市：1,398人
民間企業：7,822人

➢ ２）オフピーク通勤の効果

10

➤９月に、主に登録パートナー企業等、官民連携で集中的に時差出勤の取り組みを行い、効果測定
を実施。

【今後の取組み】 ：効果測定結果を見える化し、引き続き取組みを実施いただけるよう発信を行う。

（２） 主な取組み効果



➢ ２）オフピーク通勤の効果

11

（２） 主な取組み効果

国道57号

熊本益城大津線

熊本高森線

大津植木線

【地図ベース】パートナー登録事業者の分布（広域）

熊本市中央区
4,564人

熊本市東区
461人

熊本市北区
185人

益城町
156人

セミコンテクノパーク付近
4,１２0人

国道３号

熊本市西区
712人

熊本市南区
448人

国道２６６号



交通政策課

企画振興部
➢ ２）オフピーク通勤の効果

12

（２） 主な取組み効果

●熊本都市圏における交通は、朝ピーク時間帯（７時～９時）に集中。 ⇒ 朝ピーク時間帯の交通量の分散で、渋滞の緩和へ。

現状・課題

●令和７年９月１日～３０日の期間で、熊本県、熊本市及び熊本県渋滞対策パートナー登録制度登録事業者の合同で時差出勤
の取組み（7:30～8:30を避けて通勤）を実施。⇒「１万人のオフピーク通勤」１日平均１０，６８７人が実施。

Ｒ７の取組みの概要

●R6年9月対R7年9月7時～8時（平日17日間平均）の平均速度データ比較（Hondaフローティングカーデータによる分析）
●都市圏北東部における９地点の主要渋滞箇所付近で平均速度が向上（赤色：１９ｋｍ/ｈ以下⇒緑色：２０ｋｍ/ｈ以上）※下図黒丸内地点

R7の取組みの効果

○効果の持続化に向けて、次年度以降も引き続き取組み継続を推進。【今後の取組み】

令和６年度

①

②

③

③健軍自衛隊付近

R７R６

②
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
付
近

R７

R６

都市圏北東部における
通過速度の向上が確認

①合志市須屋付近

R７R６



➢ ２）オフピーク通勤の効果

13

（２） 主な取組み効果

※7:30～8:30の交通量の比較（R6年9月対R7年9月）、Hondaフローティングカーデータを用いた推計値R7の取組みの効果

◆大津町下町交差点の車両通過台数の変化

17.9 19.15

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

大津町下町交差点
R6 R7

１.２５km/h向上

◆大津町下町交差点の平均速度の比較（7：30～8：30）

●大津町下町交差点の北部に、登録事業者がおよそ１０

事業者立地（１日平均取組者数約４,０２７名）

●午前７時３０分～午前８時３０分の同交差点への東、南

及び西側からの流路で、約７.２％交通量の減少を確認

●３方向平均の地点通過平均速度が、約１.３km/h向上

１０事業者

しもまち

朝ピーク時間帯の交通量

約７.２％減

国
道
４
４
３
号

白川

２,５６８台⇒２,３８２台
（１８６台減少）



交通政策課

企画振興部
➢ ２）オフピーク通勤の効果

14

（２） 主な取組み効果

※7:30～8:30の交通量の比較（R6年9月対R7年9月）、Hondaフローティングカーデータを用いた推計値R7の取組みの効果

◆東町２丁目交差点の車両通過台数の変化

15.87 17.1

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

東町2丁目交差点
R6 R7

１.２３km/h向上

◆東町2丁目交差点の平均速度の比較（7：30～8：30）

●東町２丁目交差点の西部に、登録事業者がおよそ２０

事業者立地＋県庁（１日平均取組者数約１,７８３名）

●午前７時３０分～午前８時３０分の同交差点への南、東

及び北側からの流路で、約１４％交通量の減少を確認

●３方向平均の地点通過平均速度が、約１.２km/h向上

3,856台⇒3,３０２台
（５５４台減少）

朝ピーク時間帯の交通量

約１４％減

2０事業者＋県庁
自衛隊

東町小学校



交通政策課

企画振興部
➢ ２）オフピーク通勤の効果

15

（２） 主な取組み効果

※7:30～8:30の交通量の比較（R6年9月対R7年9月）、Hondaフローティングカーデータを用いた推計値R7の取組みの効果

◆神水交差点の車両通過台数の変化

4,009台⇒3,674台
（335台減少）

朝ピーク時間帯の交通量

約8.4％減

16.45 16.79

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

神水交差点
R6 R7

０.３４km/h向上

◆神水交差点の平均速度の比較（7：30～8：30）

●神水交差点の北西部に、登録事業者がおよそ２６

事業者立地＋県庁（１日平均取組者数約１,８２７名）

●午前７時３０分～午前８時３０分の同交差点への南

及び東側からの流路で、約８.４％交通量の減少を確認

●２方向平均の地点通過平均速度が、約０.３km/h向上

2６事業者＋県庁

県道熊本高森線



➢ ２）オフピーク通勤の効果

16

（２） 主な取組み効果

※7:30～8:30の交通量の比較（R6年9月対R7年9月）、Hondaフローティングカーデータを用いた推計値R7の取組みの効果

◆田迎６丁目交差点の車両通過台数の変化

19.26 20.71

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

田迎６丁目交差点
R6 R7

１.４５km/h向上

◆田迎６丁目交差点の平均速度の比較（7：30～8：30）

●田迎６丁目交差点の北部に、登録事業者がおよそ５５

事業者立地＋熊本市（１日平均取組者数約２,４０９名）

●午前７時３０分～午前８時３０分の同交差点への南及び

西側からの流路で、約２６％交通量の減少を確認

●２方向平均の地点通過平均速度が、約１.５km/h向上

2,324台⇒１,７１４台
（610台減少）

朝ピーク時間帯の交通量

約26.２％減

５５事業者＋熊本市役所



交通政策課

➢ ２）オフピーク通勤の効果

17

（２） 主な取組み効果

※7:30～8:30の交通量の比較（R6年9月対R7年9月）、Hondaフローティングカーデータを用いた推計値R7の取組みの効果

◆室（北）交差点の車両通過台数の変化

13.05 13.18

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

室（北）交差点
R6 R7

０.１３km/h向上

◆室（北）交差点の平均速度の比較（7：30～8：30）

●室（北）交差点の北部に、登録事業者がおよそ８事業者

立地（１日平均取組者数約３,９５６名）

●午前７時３０分～午前８時３０分の同交差点への東、南

及び西側からの流路で、約２６％交通量の減少を確認

●３方向平均の地点通過平均速度が、約０.１km/h向上

６,０９２台⇒４,４８２台
（１,６１０台減少）

朝ピーク時間帯の交通量

約２６.４％減

８事業者

国
道
３
２
５
号

JASM

室小学校

翔陽高校



（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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（３） 各施策の進捗と今後の取組み

施 策 名 時期

公
共
交
通
の
輸
送
力
強
化
と

基
盤
整
備

BRT/LRTの活用

中期
(4～10年)

熊本市電の輸送能力向上や延伸

電鉄を軸とした新たな公共交通ネットワーク
の構築

市電延伸（（仮称）東町線）

自動運転バスの社会実装

広域的なバス路線や新たな交通モードの導
入検討

持続可能な公共交通の維持 長期

＜その他施策＞

施 策 名 時期
集
中
す
る

時
間
の
分

散 時差出勤・在宅勤務等の取組み推進
（市町村での実施、実施企業の宣言や認証
制度等）

短期
（～3年）集

中
す

る
場
所

の
分
散

既存道路ネットワークの利活用

＜公共交通施策＞
施策名 時期

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

及
び
利
用
促
進

公共交通利用促進キャンペーン

短期
(～3年)

運転士不足対策

駅やバス停の改良

バス・電車無料の日

市電３両編成導入

利便性の高い料金施策

パーク・サイクル&ライドの拡大

シェアサイクルの利用エリア拡大
公
共
交
通
の
輸
送
力

強
化
と
基
盤
整
備

新水前寺バスベイ設置

バス路線網やダイヤの拡充

豊肥本線の増便・増結、駅の改良

従業員送迎バスの導入や共同運行

交通結節点整備及び二次交通の充実
公
共
交
通
の
輸
送
力

強
化
と
基
盤
整
備

「交通連合/運輸連合」※の実現

中期
(4～10年)

阿蘇くまもと空港アクセス鉄道整備

豊肥本線の速達性向上や複線化

バス優先/専用レーン

路線バスの輸送力向上
※持続可能な公共交通の経営体/人材確保・処遇改善等の課題解決を図る

※時期は取組み開始時期

＜道路施策＞
施策名 時期

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
<都市圏東部エリア> 14箇所
・熊本益城大津線(3箇所) ・国体道路(７箇所) ・小池竜田線(2箇所)
・国道443号(2箇所) ・熊本空港線(1箇所)

＜セミコン周辺エリア＞ 16箇所
・熊本大津線(3箇所) ・大津植木線(2箇所) ・大津西合志線(2箇所)
・国道325号(1箇所)   ・住吉熊本線(6箇所) ・辛川鹿本線(1箇所)
・託麻北部線(1箇所)

短
期
（～
３
年
）

■バスベイの整備による交通の円滑化
・熊本菊陽線など(10箇所)

■道路ネットワーク整備の着実な推進
・熊本西環状道路(池上工区)  ・(都)坪井龍田陣内線
・熊本高森線((都)益城中央線) ・大津植木線(辻久保工区)
・新山原水線((都)菊陽空港線) など

■道路ネットワーク整備の着実な推進
○高規格道路
・中九州横断道路 ・熊本西環状道路(砂原工区)

○その他一般道路
・国道３号 植木バイパス ・国道387号（須屋工区) ・国道443号（空港北工区）

・大津植木線（多車線化･合志ICｱｸｾｽ道路）

・辛川鹿本線 ・(都)池田町花園線 ・都市圏南部の渋滞対策の検討
・(都)竹迫第二ﾃｸﾉ線<合志市> ・(都)南方大人足線など<菊陽町>

 ・(都)三吉原北出口線など＜大津町＞ ・(都)益城東西線など<益城町>

・(町)上島下六嘉線など<嘉島町> など

中
期
（～
10
年
）

■交差点改良や信号制御の最適化等の実施
・熊本益城大津線（第二空港線） ・熊本空港線(第一空港線) など

■車から自転車などへの転換
○自転車・歩行者空間整備
・熊本高森線（(都)益城中央線） ・大津植木線（多車線化） など

■広域道路ネットワークの構築
・中九州横断道路 ・国道３号 植木バイパス ・熊本都市圏３連絡道路など

長
期

1
2

3

4 5 6 7

8
9

10

R7.10月開通

R7.12月完

R7.11月完

実施主体 箇所数
交差点改良の進捗状況

未着手 設計中 施工中 完了

熊本県 １９ ０ １６ ０ ３

熊本市 １１ ０ ２ 1 ８

計 ３０ ０ １８ １ １１

➢ １）全体状況
P

益城・西原空港ライナー

各通勤バス

空港ライナー

空港アクセス鉄道

凡例

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

主要渋滞箇所(解除済)

道路施策（国）

道路施策（県）

道路施策（市町）

道路施策（交差点改良）

道路施策（バスベイ）

公共交通施策(基盤整備等)

公共交通施策(2次交通等)

黒表示 完了箇所

19

快速バス



14

事務局

No 対策箇所

A 大津植木線（辻久保工区）

B 新山原水線（原水２工区）

C
大津植木線（原水工区）

【多車線化】

D
大津植木線（福原工区）

【合志ICアクセス道路】 

E
大津植木線（原水２工区）

【立体交差化】

F 熊本大津線（竹迫工区）

G 国道387号（須屋工区）

H 国道443号（空港北拡幅）

I 竹迫第二テクノ線

J 菊陽空港線

K 下大谷１号線

L 南方大人足線

M 下原堀川線

N 三吉原北出口線

➢ １）全体状況 ～道路施策（セミコンテクノパーク周辺）～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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➢ １）全体状況 ～公共交通施策～

三里木

光の森

武蔵塚

新水前寺

熊本

上熊本

藤崎宮前

北熊本

健軍町
田崎橋

肥後大津

空港ライナー

益城・西原
空港ライナー

南熊本

御代志 （R6）バス実証

原水（R５）バス実証

セミコン通勤バス

セミコンテクノパーク～大津

通勤バス

大津町通勤バス

JR鹿児島本線

JR豊肥本線

熊本電鉄

熊本市電

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

（凡例）
過去の実証路線

実施中の路線

21

快速バス



➢ ２）道路施策 ～交差点改良や信号制御の最適化等の実施～

No 市町 路線名 取組箇所 対策内容 進 捗

① 益城町
熊本益城大津線
（第二空港線）

安永交差点 右折レーンの増設 R7着工

② 益城町
熊本益城大津線
（第二空港線）

平田交差点 右折レーンの増設 R8着工

③ 合志市 熊本大津線 仮）竹迫北交差点 右折レーン延伸 R7.12月完了

④ 合志市 熊本大津線 仮）竹迫交差点 右折レーン延伸 R7.12月完了

⑤ 合志市 辛川鹿本線 福原交差点 右折レーン延伸 R8着工

➅ 合志市 大津植木線 福原北交差点 右折レーン延伸 R8着工

⑦ 合志市 熊本大津線 合志工業団地入口交差点
左折レーンの新設
右折レーン延伸

R8着工

⑧ 合志市 大津西合志線 豊岡交差点
交差点マーク新設
右折レーン延伸

R7着工

⑨ 合志市 大津植木線 野々島交差点
交差点コンパクト化

右折レーン延伸
R8着工

⑩ 大津町 国道325号 護川小学校入口交差点 右折レーン延伸 R7着工

⑪ 合志市 住吉熊本線 仮）合志北口交差点 右折レーン設置 R8着工

⑫ 合志市 住吉熊本線 幾久富南交差点 右折レーン延伸 R7着工

⑬ 菊陽町 住吉熊本線 新山２丁目 右折レーン延伸 R7着工

⑭ 菊陽町 住吉熊本線 仮）菊陽町光の森７丁目北 右折レーン延伸 R8着工

⑮ 菊陽町 住吉熊本線 仮）菊陽町光の森７丁目東 右折レーン延伸 R8着工

⑯ 菊陽町 住吉熊本線 仮）菊陽町光の森７丁目南 右折レーン延伸 R8着工

⑰ 菊陽町 辛川鹿本線 仮）菊陽町光の森７丁目 右折レーン延伸 R7.4月完了

⑱ 菊陽町 国道443号 菊陽町曲手
右折レーンの追加
右折レーン延伸

R7着工

⑲ 菊陽町 国道443号 空港入口 右折レーン延伸 R8着工 ※ハード対策と併せて、県警と連携し信号現示の見直しについても実施する。

位置図
：工事完了No. No. No.：R7着工 ：R8着工

対策箇所（県）

◼ ③、④交差点の対策が今年１２月に完了
◼ 【今後の取組み】 として①、⑧、⑩、⑫、⑬、⑱交差点をR7年度に着工予定、残り１０箇所については、R8年度に着工予定

拡大図11

12

13

14

15

16

17

（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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道路整備課

⑱国道４４３号「菊陽町曲手交差点」
・国道４４３号や曲手原水線で渋滞が発生しているため、右折レーン増設や右折レーン延伸をする計画

・最大滞留長が北方向で約200m（300ｍ→100m）減少すると予測

・令和７年度着工予定（対策完了後に効果検証を実施予定）【今後の取組み】

【 事 業 内 容 】

【 整 備 効 果 】

P
➢ ２）道路施策 ～交差点改良や信号制御の最適化等の実施～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

現況写真

位置図

23

ま が て

最大滞留長
対策前：約300ｍ
対策後：約100ｍ

右折レーン増設

至

益
城
町
（空
港
方
面
）

至

菊
陽
町

至  大津町

至  熊本市

右折レーン延伸

（１→２車線）

（２８ｍ→８０ｍ）

増設

計画断面

現況断面

きくちのまんま



菊池南部地域における交通渋滞対策（令和６年度整備）の効果検証結果について

➢ ２）道路施策 ～交差点改良や信号制御の最適化等の実施～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

24

１ 概要

菊池南部地域において令和６年度に実施した

・信号機の集中制御化

・光ビーコン等の整備

の効果を検証したもの

２ 対象路線

① 大津西合志線＋大津植木線（日本たばこ産業前交差点 ～ 翔陽高校入口交差点）

② 南方大人足線（南方交差点～セミコン入口交差点）

③ 熊本大津線＋大津植木線（日本たばこ産業前交差点 ～ 佃交差点 ～ 福原交差点）

④ 辛川鹿本線（石坂交差点～佃交差点）

⑤ 国道５７号（弓削交差点～室第１交差点）

３ 検証期間・内容

・ 検証期間

令和７年２月から同年９月までの間

・ 検証内容

整備の前後におけるそれぞれ任意の１日において、朝方及び夕方で往路・復路の実走行を

複数回行い、 所要時間の平均値を比較

① 県道大津西合志線＋県道大津植木線（日本たばこ産業前交差点 ～ 翔陽高校入口交差点）

② 町道南方大人足線（南方交差点～セミコン入口交差点）

③ 県道熊本大津線＋県道大津植木線（日本たばこ産業前交差点 ～ 佃交差点 ～ 福原交差点）

④ 県道辛川鹿本線（石坂交差点～佃交差点）

⑤ 国道５７号（弓削交差点～室第１交差点）



菊池南部地域における交通渋滞対策（令和６年度整備）の効果検証結果について

➢ ２）道路施策 ～交差点改良や信号制御の最適化等の実施～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

25

◎ ５路線２０種類の計測のうち６割（１２種類）で所要時間が短縮するなどの効果を確認

◎ 交通の量や流れ、渋滞時間の変化などの要因が複雑に影響

◎ 県道大津植木線の交通量増加への対応が課題



➢ ２）道路施策 ～交差点改良や信号制御の最適化等の実施～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

サイクル

・信号周期の調整
（サイクル）

・主道路と従道路の
青時間割合の調整
（スプリット）

・青信号開始時間の
ずれの調整（オフセット）

７０％

３０％

■信号制御(集中制御)の流れ

時間の流れ

時間のずれ

次の交差点

今いる交差点

・信号制御の設定(主道路と従道路の青時間割合等)に活用
・現地調査の負担が軽減されるなど効率的な対応が可能

プローブ情報による渋滞状況の詳細、流入方向（直進、右折、
左折）等の把握

機
能

支
援

❷交通渋滞対策支援システムの導入

○国道３号 ○通称白山通り ○国道３２５号等
近見～ 世安～白山 本田技研入口～

清水本町 空港大橋北

【今後の取組み】

❶主要渋滞箇所の多い路線での信号制御の最適化を実施

（基本設定）
交通量は、朝・昼・夕、また、平日、休日で変化するため、交通量を

調査して時間帯別、曜日別に最適な青時間を設定する必要がある。

※出典：「信号機 なんでも読本」より

※出典：「信号機 なんでも読本」より

サイクル

データ

光ビーコン・車両感知器
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＜対策前＞

至 熊本市

至 菊池市

至 菊池市

至 熊本市

➢ ２）道路施策 ～バスベイの整備による交通の円滑化～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

27

① 再春医療センター前上り ② 再春医療センター前 下り

熊本菊陽線
辛川鹿本線

熊本大津線

合志市役所

No 市町 路線名 取組箇所 取組状況 備考

① 合志市 (国)３８７号 再春医療センター前(上り) 設置完了 R7.11月完了

② 合志市 (国)３８７号 再春医療センター前(下り) 設置完了 R7.11月完了

③ 合志市 (主)熊本大津線 合志南小前(下り) 設計中 R8着工

④ 菊陽町 (一)辛川鹿本線 新成(上り) 設計中 R8着工

⑤ 菊陽町 (一)辛川鹿本線 竹迫踏切(上り) 設計中 R8着工

⑥ 菊陽町 (一)熊本菊陽線 頼山陽記念碑前(上り) 設計中 R7着工

⑦ 菊陽町 (一)熊本菊陽線 自動車学校阿蘇製薬前(上り) 設計中 R7着工

⑧ 菊陽町 (一)熊本菊陽線 自動車学校阿蘇製薬前(下り) 設計中 R8着工

⑨ 菊陽町 (一)熊本菊陽線 南方(上り) 設計中 R7着工

⑩ 菊陽町 (一)熊本菊陽線 入道入口(上り) 設計中 R7着工

位置図

後続車滞留状況（上り）

２

３

４
５

６
７

８
10

９

No. ：施工完了

後続車滞留状況（上り）

：R7着工予定No. ：R8着工予定No.

再春医療センター前駅

１

御代志駅

《対策状況》

至 熊本市

至 菊池市 至 熊本市

至 菊池市

＜対策後＞

◼ ①、②の対策が今年１１月に完了
◼ 【今後の取組み】として、⑥、⑦、⑨、⑩の４箇所をR7年度内に着工予定、残りの４箇所については、R8年度に着工予定

＜対策前＞ ＜対策後＞
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現況写真

位置図

⑨熊本菊陽線 「南方」バス停
・県道熊本菊陽線のバス停において、後続車両の通行性を向上させるため、バスベイを整備する計画

・令和７年度着工予定

➢ ２）道路施策 ～バスベイの整備による交通の円滑化～

【今後の取組み】

【 事 業 内 容 】

（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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As As

車道 バス停 歩道

FH=59.01

2.503.003.25

平面図

横断図

横断図位置

至

菊
陽
町

至

熊
本
市

県道 熊本菊陽線

バスベイ整備 約43ｍ

車道
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至 熊本市

現在の進捗（惣領交差点付近）

至

御
船
町

惣領交差点

➢ ２）道路施策 ～道路ネットワーク整備の着実な推進～

「熊本高森線（(都)益城中央線）４車線化」
交通の円滑化等に資する「県道熊本高森線の４車線化」を実施

令和７年度末 供用開始予定（益城町惣領～寺迫）【今後の取組み】

【 事 業 内 容 】

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

撮影日：R7.11月中旬

至

菊
陽
町

至 西原村

駐輪場

駐輪場整備箇所

屋根整備中
（令和7年11月）

バス停の整備
公共交通の利用推進

屋根付き駐輪場の整備
サイクル＆ライド推進 29



道路整備課

「大津植木線（辻久保工区）」
・渋滞の緩和及び安全性の向上を図るため、バイパス整備を推進。

・現道交通の約５割が転換し、移動時間が約４分短縮されると予測。

【今後の取組み】 ・令和７年１２月２０日開通予定。

   ・令和８年２月に効果検証実施予定（開通約１ヶ月後）。

➢ ２）道路施策 ～道路ネットワーク整備の着実な推進～

【今後の取組み】

【 事 業 内 容 】

【 整 備 効 果 】

（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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《位置図》

1工区
L=1,190m

事業区間 L=3,420m

2工区
L=2,230m
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起
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合
志
市
栄

至 植木

現道

至 国道３８７号

《工事進捗状況》（令和７年１０月末時点）

①

②

辻󠄀久保交差点

辻󠄀久保交差点

①

②



「新山原水線（（都）菊陽空港線） 」
・熊本菊陽線とJR豊肥本線を高架で跨ぎ、セミコンテクノパーク周辺と国道57号をつなぐ新たな縦軸と

なるバイパスを整備し、町道南方大人足線等の交通を分散。

 ・令和６年度までに用地取得完了。

【今後の取組み】 ・道路改良及び橋梁上部工工事を推進し、令和８年度開通予定。

➢ ２）道路施策 ～道路ネットワーク整備の着実な推進～

【今後の取組み】

【 事 業 内 容 】

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

31至 国道５７号

《渋滞状況》

町
区

間
L
＝

6
8
0m

県
区

間
L
＝

1
1
70

m

交通を分散

②

①

① 町道 南方大人足線（JR跨線橋付近）

至 セミコンテクノ
パーク

② 国道５７号 ・ 町道 南方大人足線 交差点

至 熊本市

《位置図》

【今後の取組み】

《整備状況》（令和７年１１月末） 至 セミコンテクノパーク

至 国道５７号

至 セミコンテクノパーク

至 国道５７号

県道熊本菊陽線③
④

③

④



「大津植木線多車線化」･「合志ＩＣアクセス道路」
ＪＡＳＭ前を通る大津植木線及び中九州横断道路とを繋ぐ合志ICアクセス道路の整備を推進、

令和７年９月２３日に着工式を開催。

・大津植木線と交差する菊陽空港線,町道南方大人足線,合志ICアクセス道路との交差点では、立体化を計画。

【今後の取組み】  ・令和１０年度完成を目標に用地買収や道路改良工事を推進。

➢ ２）道路施策 ～道路ネットワーク整備の着実な推進～

【今後の取組み】

【 事 業 内 容 】

（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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《位置図》

① JASM前

JASM第１工場

大津植木線多車線化

② 菊陽空港線立体交差

《計画断面図》

合志ICアクセス道路

合
志IC

ア
ク
セ
ス
道
路 立体交差

《渋滞状況》

② 菊陽空港線立体交差

《工事状況》

①

②
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セミコンテクノパーク

Ⅰ 熊本環状連絡道路
L=3.9km

Ⅱ 大津熊本道路（合志～熊本）
L=9.1km

R2事業化

Ⅲ大津熊本道路（大津西～合志）
L=4.7km

R4事業化

Ⅳ大津道路
L=4.8km

R6事業化R7事業化

R7.12.21工事着手

有料道路事業の導入に向けた都市計画変更区間

➢ ２）道路施策 ～道路ネットワーク整備の着実な推進～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

「中九州横断道路」
                     ・国において整備が進められている高規格道路であり、本路線の整備により、新たな交通ネットワークが
 形成され、セミコン周辺エリアの渋滞緩和効果等に期待。
 ・大津熊本道路（大津西～合志）は、令和７年12月21日に着工式を開催予定。
 ・大津西ICから下硯川IC間の早期整備に向け、有料道路事業の導入に向けた都市計画の変更（12月5日告示）。
【今後の取組み】     ・ 有料道路事業の導入に向け、引き続き、国へ要望を行う。

・早期整備に向けて、大津熊本道路の事業用地の先行買収に、引き続き、取り組んでいく。
【今後の取組み】

【 事 業 内 容 】
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西合志IC

熊本環状
連絡道路
L=3.9km

大津熊本道路（合志～熊本）
L=9.1km

R2事業化

大津熊本道路（大津西～合志）
L=4.7km

R4事業化

大津道路
L=4.8km

R6事業化R7事業化

R7工事着手

有料道路事業の導入に向けた都市計画変更区間

セミコンテクノパーク

：直轄事業（中九州横断道路）

                ：県事業

：市町村事業

【 短中長期施策 】 凡例

有料道路事業導入に向けた
要望活動(R7.11.7)

IC・ＪＣＴ名称は仮称を含む

33
大津熊本道路（合志～熊本）

工事進捗状況(R7.11)

57

57



➢ 再度、意見聴取を実施し、最適な概略ルート案を決定予定。

熊本都市圏３連絡道路（１０分・２０分構想）

〈現在の進捗〉
〇計画具体化に向け、「住民参加型の道路計画検討」を進
 行中。

〇政策目標（案）の妥当性を確認するため、地域と道路の現
状と課題について、第1回意見聴取を実施し、19，000件を

 超える多くの回答を得て、現在分析中。

〇令和7年3月25日に第2回有識者委員会を開催し、政策目
 標（案）や意見聴取方法について議論。

郵送住民アンケート

➢ 政策目標や技術的検討を踏まえ、複数のルート帯案を提示予定。

熊本都市圏3連絡道路イメージ

〈今後の取組み〉

➢ ２）道路施策 ～道路ネットワーク整備の着実な推進～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

34



熊本県民総合運動公園の新規駐車場整備

・大規模イベント時に既存駐車場では駐車台数が不足しているため、新規に駐車場を整備する。

・詳細設計、関係機関との協議を実施中であり、早期供用を目指し、今年度用地買収を開始予定。

◆

➢ ２）道路施策 ～その他取組み～

【今後の取組み】

【 事 業 内 容 】

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

35

N

陸上
競技場

位置図

周辺道路の状況②（イベント時） 周辺道路の状況③（イベント時）周辺道路の状況①（イベント時）



14

都市圏南部渋滞に対する要望（小川嘉島線道路整備促進期成会）
・期成会（宇城市、嘉島町、御船町、甲佐町、美里町）から、御船IC及び熊本市東部地域へのアクセス道路
機能に加え国道266号等に集中している交通の分散化のため、小川嘉島線の早期整備を要望されている。

・この道路が担うネットワーク上の機能・役割や、整備効果、事業性などについて熊本市と協議を重ねており、
 引き続き早期整備に向けて取組みを進める。

①

② ③

位置図

国道２６６号蓍町橋付

国道２６６号蓍町橋付 国道２６６号蓍町橋付

➢ ２）道路施策 ～その他取組み～

【今後の取組み】

【 要 望 内 容 】

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

36

位置図

※写真は①～③を抜粋



➢ ３）公共交通施策 ～公共交通の利便性向上及び利用促進～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

● 「第２０回日本モビリティ・マネジメント会議」への参加
＜概要＞

交通課題解決に向けた「モビリティ・マネジメント（MM）」の情報交換・議
論の場で、2006年から毎年開催されている会議。

国・自治体・研究者・事業者など約300名が参加し、口頭発表やポス
ター発表、特別セッションを通じて公共交通活性化や環境対策などの先
進事例を共有しており、県・熊本市連携での交通渋滞解消に向けた取組
みについて、ポスター発表を実施。

日時：令和７年９月１２日（金）～１３日（土）

● 「交通くまもとーく in SAKURAMACHI」への参加

＜概要＞

熊本城ホール５周年記念事業の一環として開催された、熊本都市
圏が抱える交通課題に対し、住民・交通事業者・行政が一体となって
議論を深め、より良い交通環境の実現に向けたイベントにて、情報発
信ブース設置及びトークイベントへ参加。

（主催：熊本都市圏の交通を考える会【KUMA】準備委員会）

日時：令和７年１１月９日（日）

⚫ 取組みの情報発信について

引き続き、情報発信の機会を有効的に活用し、県内外に対してハード・ソフト両輪の取組みを発信していく。【今後の取組み】

37



➢ ３）公共交通施策 ～公共交通の利便性向上及び利用促進～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

38

【R６年度実績（５社合計入社数：９０名）】

①大型自動車第二種免許取得に要する経費

⚫ 14名（５社合計）に対して免許取得に要する費用の一部を支援

②人材確保の広報活動に要する経費

⚫ ５社合同就職説明会、就職イベントへの出展
⚫ TVCM等のPR動画作成、求人情報誌、サイトへの求人情報掲載 等

【R７年度実績（５社合計入社数：５８名※R7.10.1時点）】
①大型自動車第二種免許取得に要する経費

⚫ 1名（５社合計）に対して免許取得に要する費用の一部を支援

②人材確保の広報活動に要する経費

⚫ 就職イベントへの出展（R7.11.29開催：来場者数 114名）
⚫ 求人情報誌、サイトへの求人情報掲載 等

◆公共交通の利便性向上に向けた供給力増強に向けた取組み
・深刻な路線バスの運転士不足が発生し、減便や運休などバスの運行に支障をきたしている。
・公共交通の利用促進を進める反面、減便や運休により利用者が減少。

〈現在の進捗〉
〇路線バス運転士不足への対応（R６年度～R７年度：路線バス運転士不足対策事業）

・県内路線バス事業者５社が実施する人材確保の取組みに対し支援を実施。

○運転士不足への対応については、引き続き支援を継続し、県内路線バス事業者５社や鉄道事業者と連携して取り組む。

【今後の取組み】

就職イベント：どらナビEXPO秋（R7.11.29）

〇肥薩おれんじ鉄道での運転士不足への対応（R７年度）
・各種就職フェアへの参加や、沿線内外の高等学校等へのリクルート活動を実施。

〈在籍運転士の将来予測と実績（５社合計）〉
※熊本地域路線バス共同経営推進室資料より抜粋

将来的な減少を予測



➢ ３）公共交通施策 ～公共交通の利便性向上及び利用促進～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

39

◆熊本県地域公共交通計画（令和８年度～令和１２年度）の策定に向けた取組み
現行計画（令和３年度～令和７年度）の期間満了に伴い、現行計画において不足していた「各モードに求められるサービス

水準の設定」や「異なるモード間の連携」、「行政による投資方針」の観点を明確化するほか、『くまもと新時代共創基本方針・
総合戦略』に位置付けられた渋滞解消や地域の移動手段の確保、「交通連合」の実現に係る取組み等を反映し、新たな計画
として取りまとめるもの。

〈熊本県地域公共交通計画（骨子案）〉



➢ ３）公共交通施策 ～公共交通の利便性向上及び利用促進～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

40

熊本・菊陽
両エリア接続

◆シェアサイクルの利用促進（県とチャリチャリ株式会社との連携）
・シェアサイクルを運営するチャリチャリ株式会社と包括連携協定を締結（R５年３月）し、

利用エリアの拡大等によりマイカーからの転換を促進。

・R７年９月には、熊本エリア～菊陽エリア間が接続され、熊本都市圏でのカバー

範囲が拡大。

更なるエリアの拡大に向けて、事業者との連携を継続。
熊本・菊陽
両エリア接続【今後の取組み】

◆共同経営推進室による公共交通の利用促進の取組み（共同経営推進室）

（八反田方面快速バス）
・新規路線の実証運行を、熊本市東区八反田方面～熊本市中心部の路線で実施。

・朝の通勤時間帯に迂回ルートで運行する快速バスを運行し、マイカーからの転換を促進。

熊本エリア

◆阿蘇くまもと空港への輸送力強化の取組み（阿蘇くまもと空港ライナー運営委員会・九州産交バス株式会社・益城町/西原村）

（阿蘇くまもと空港ライナーの安定した運行）

・JR豊肥本線を用いた阿蘇くまもと空港へのアクセスを目的に運行しており、空港需要の高まりにより、年々利用者が増加。

・ワゴン複数台で運行し、積み残し対応を実施。 （利用者数：R元年度 約１２万人 ⇒ R６年度 約１５万人）

安定した運行及び輸送力の強化に向けて、有料化を含めた検討を加速化。

（空港リムジンバスの増便）
・空港需要の高まりによる、空港リムジンバスの乗客数の増加に対応するために、R７年７月のダイヤ改正にて、増便。

１０４便（往復５２便） ⇒ １１０便（往復５５便）

（益城・西原空港ライナーの実証運行）
・R７年１０月～R８年９月の１年間、益城町～阿蘇くまもと空港～西原村をルートとしたワゴン車を実証運行。

・地域住民の生活交通を兼ねた新たな空港へのアクセス手段の提供として好評。 ※詳細は「P48」に掲載。

【今後の取組み】

〈その他の取組み〉



➢ ３）公共交通施策 ～公共交通の利便性向上及び利用促進～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

41

⚫ 菊池南部地域における渋滞緩和対策の新たな取組みとして、令和7年10月1日から大津町
内からセミコンテクノパーク方面への通勤バス実証運行を開始。

⚫ 本実証は、「令和7年度（2025年度）熊本県広域連携事業交付金（※県交通政策課所管）」
の採択事業であり、県北広域本部は協力団体の1つとして、運行に係る協力を実施。

大津町内～セミコンテクノパーク方面 通勤バス＜実証運行＞

✓ 実施主体：大津町・菊陽町
（協力団体：九州産交バス㈱、熊本電気鉄道㈱、共同経営推進室、県北広域本部）

✓ 運行区間：大津町内～セミコンテクノパーク方面
✓ 平日便数：朝3便（6～8時台）／ 夕方3便（18～20時台）
✓ 運賃：200円～300円
✓ 利用実績：

R7年10月（初月）においては、609人が利用（27人/日）。

＜運行経路・運賃表 ※大津町作成パンフレットより抜粋＞肥後大津駅北口バス転回広場開通記念セレモニーの中で、同日運行開始の通勤バスお見送り



➢ ３）公共交通施策 ～公共交通の利便性向上及び利用促進～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

⚫ 従来からの取組みである「セミコン通勤バス（原水駅～セミコンテクノパーク）」「肥後大津駅
～本田技研工業通勤バス」も継続実施中。併せて、セミコン通勤バスは、令和7年5月から令
和8年3月末まで昼便の実証運行を実施。

✓ 実施主体：セミコン交通対策協議会事務局
＜菊陽町、合志市、県北広域本部、セミコンテクノパーク協議会＞

✓ 運行区間：JR原水駅～セミコンテクノパーク
✓ 平日便数：朝27便 ／ 昼6便（実証） ／ 夕20便
✓ 運賃：一律210円（※10/1運賃改定）

✓ 利用実績（平日）：
・ R7年4月～10月の7か月間で205,090人が利用（1,403人/日）。

肥後大津駅～本田技研工業通勤バス＜実証運行＞

2,505 
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0

2,000

4,000

R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10

月間利用者数（人）

✓ 実施主体：大津町渋滞対策プロジェクトチーム
＜本田技研工業、構造計画研究所、産交バス、大津町、県北広域本部＞

✓ 運行区間：JR肥後大津駅～本田技研工業
✓ 平日便数：朝8便／夕方12便
✓ 運賃：210円～290円（※10/1運賃改定）

✓ 利用実績：
・ R7年4月～10月の7か月間で22,011人が利用（155人/日） 。

セミコン通勤バス（原水駅～セミコンテクノパーク）

31,457 
28,454 

31,561 
32,143 

25,320 26,432 
29,723 

0

20,000

40,000
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菊池南部地域の渋滞緩和に向けた3つの取組みにて、1日あたり約770台分の通勤自動車削減に

寄与していることが推計される（1人1台換算で、R7年10月における1日あたりの利用者を元に算定）。

【今後の取組み】

今後も当地域における通勤バスの長期継続運行に向けて、引き続き支援を実施する。
42



➢ ３）公共交通施策 ～公共交通の輸送力強化と基盤整備～

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

43

■空港アクセス鉄道整備
新たな公共交通手段となる空港アクセス鉄道整備により、定時性の

確保、所要時間の短縮および大量輸送性を実現することで、半導体関

連地域の混雑緩和、空港の機能強化と利便性向上を図る。

【想定】・熊本駅と阿蘇くまもと空港間を約48分で接続。

・普通運行に加え、快速運行を導入（快速：約39分）。

＜調査設計等＞
• 令和8年度中の鉄道事業許可取得を目指し、調査設計等を実施。

＜説明会＞
• 都市計画素案に係る住民説明会を関係町（大津町・益城町）にお

いて令和7年12月21日（日）～23日（火）に開催し、鉄道ルート（線

ルート）を示す。

＜第三セクター等法人の設立＞
• 第三種鉄道事業者として、鉄道整備や整備後の維持管理等を担

う第三セクター等法人を設立する。

【今後の取組み】

■ＪＲ九州との連携

ＪＲ九州とは、空港アクセス鉄道の運行形態（上下分離方式）や快速運行の導入等に加え、
空港アクセス鉄道の開業までに「行違い化（東海学園前駅）」「同時進入化（武蔵塚駅・原水
駅）」等を行うほか、将来の抜本的な輸送力強化についても両者協力して検討を行うことなど
に合意した。

引き続き、事業主体や財源スキーム等について、ＪＲ九州と協議を進めていく。 R7.10.31 共同記者会見

■ＪＲ豊肥本線輸送力強化
＜協議会＞

県・熊本市・大津町・菊陽町による「ＪＲ豊肥本線輸送力強
化促進協議会」を設立」

第１回：令和7年7月18日（金）開催
内 容：豊肥本線の現状や課題等に

ついて各首長が情報共有
             及び意見交換

＜豊肥本線の将来像検討＞
豊肥本線のダイヤ改正にあわせた輸送力の強化を進めて

いく。
また、沿線地域の課題整理を行い、将来の豊肥本線を取り

巻く二次交通やまちづくり等のあり方を踏まえ、輸送力強化
の将来像について検討する。

R7.7.18 第１回協議会
【今後の取組み】



➢ ４）その他施策

（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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【今後の取組み】

国道325号

合志小学校
通学路

菊陽北小学校
通学路

令和7年10月28日の見まわり活動実施状況

今後も、企業進出による新たな開発や工場建設が見込まれる
ため、引き続き、官民連携での取組みを推進する。

・工事車両の動向や道路施策、新たな交通規制の情報共有
・公共交通の利用促進
・交通安全対策の実施 など

・ 企業による自主的な通行規制を実施中
・ 企業等の従業員により、通行禁止道路や通り抜け禁止エリ

アの遵守徹底や交通安全確保のため見まわり活動を実施

【通勤時の通行指定道路、通行禁止道路や通り抜け禁止
エリアの設定】

（構成団体）
企業等：ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング(SCK)、JASM、

東京エレクトロン九州（TKL）、 など
関係行政機関：熊本県、菊陽町、合志市 など

【セミコン交通対策協議会・企画会議の開催】

・ 渋滞解消に向けた官民の情報共有と、実効性のある対策の実
施のため、令和6年8月に会議を設置し、以降毎月会議を開催。

（令和7年10月28日～29日の見回り活動実施概要）
実施時間：午前8時00分～午前8時30分
参加人数：57人（2日間合計）
実施箇所：9箇所

■渋滞解消に向けた官民連携の取組み

▼セミコンテクノパーク周辺の通行指定・禁止道路、
通り抜け禁止エリアの例

（セミコンテクノパーク協議会の資料を一部加工）



など

など

など

【渋滞対策の取組み方針（位置図）】

拡大図11

12

13

14

15

16

17

セミコンテクノパーク
周辺エリア

➢ ５）周辺市町と連携した主な取組み

連携した取組み①

連携した取組み②

（合志市）
【道 路 施 策】 竹迫第二テクノ線等の整備
【公共交通施策】 コミュニティバスの運行
【そ の 他 施 策】 時差出勤等

（嘉島町）
【道 路 施 策】 町道上島下六嘉線等の整備
【そ の 他 施 策】 時差出勤等

（大津町）
【道 路 施 策】 三吉原北出口線等の整備
【公共交通施策】 通勤バス、駅前広場の整備
【そ の 他 施 策】 時差出勤等

（益城町）
【道 路 施 策】 益城東西線他2路線の整備
【公共交通施策】 ＡＩオンデマンドバス・

益城西原空港ライナーの運行
【そ の 他 施 策】 時差出勤等（熊本市）

【道 路 施 策】 熊本西環状道路や
熊本益城大津線などの整備

【公共交通施策】 豊肥本線の2次交通などの推進
シェアサイクルの拡大

【そ の 他 施 策】 時差出勤等

（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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（菊陽町）
【道 路 施 策】 菊陽空港線、南方大人足線、下原堀川線等の整備
【公共交通施策】 新駅整備、通勤バス･コミュニティバスの運行

シェアサイクルの拡大
【そ の 他 施 策】 時差出勤等



➢ ５）周辺市町と連携した主な取組み ～連携した取組み①～

県では、東西の軸となる大津植木線多車線化（C）や、合志ICへのアクセス道路などセミコン周辺エリアにおける基幹的な
道路の整備を実施。それに合わせ、市町では、基幹的な道路をつなぐ道路整備を実施
令和10年度の完成を目指し、県・市町が連携し取組みを推進している。

原水駅

肥後大津駅

三里木駅

熊本IC

Ｎ
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あそ

至：阿蘇市

合志市役所
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④南方大人足線

(仮称)熊本北IC

菊陽町役場

大津町役場

栄工業団地

三菱電機

川辺工業団地
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県・合志市・菊陽町・大津町が連携して取り組む
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④南方大人足線
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＜町道菊陽空港線の整備状況＞
※出展：大津町ホームページより ※菊陽町より至 セミコン方面

至 R57号方面

○市道竹迫第二テクノ線[Ⅰ]（合志市） ○町道菊陽空港線[J] (菊陽町)
・R7：詳細設計、用地買収 ・R7：道路改良工事
・R8：工事着手予定

○町道三吉原北出口線[N] （大津町） ○町道菊陽空港線〇 （菊陽町）
・R7：詳細設計 ・R7：詳細設計
・R8：用地買収、工事着手予定 ・R8：工事着手予定

○町道下大谷１号線[K] （菊陽町） ○町道南方大人足線[L] (菊陽町)
・R7：詳細設計  ・R7：詳細設計
・R8：工事着手予定 ・R8：用地測量

R8年度
完成予定

R11年度
完成予定

R10年度
完成予定

道路施策

公共交通施策

○豊肥本線からの通勤バスの運行

・原水駅 ⇔ セミコン

・肥後大津駅 ⇔ 本田技研工業（実証運行）

 ・肥後大津駅 ⇔ セミコン（R7.10月～実証運行）

○肥後大津駅前バス転回広場の整備（R7.10月～運用開始）

○時差出勤等の取組み
・各市町でも渋滞対策としての時差出勤やテレワークなどの取組みを推進

その他施策 ＜肥後大津駅前バス転回広場と通勤バス＞

（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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新駅

：県事業
：市町事業
：交差点改良

※詳細は「P41,42」に記載



◆朝ピーク時の混雑状況

益城台地

地図：くまもとデータ連携基盤地図ダッシュボードサービスより

至 県庁

益城熊本空港IC

1

8

6

5

4

3

2

9

数 値
最大滞留長（第二空港線）

（接続道路）

7

10

➢ ５）周辺市町と連携した主な取組み ～連携した取組み②～

県・熊本市・益城町・県警が連携して取り組む

＜関係者会議の実施状況＞

（３） 各施策の進捗と今後の取組み
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➤第二空港線の混雑状況
・特に朝夕ピークの混雑が顕著。朝ピーク時は、空港方面に、夕ピーク時は、
市街地方面に渋滞.

➤対策について
・抜本的な混雑解消に向けて赤枠範囲を対象に、関係者で連携して検討

➤関係者との連携・会議
・11月20日（木）に熊本市とのトップ会談を開催し、連携して取り組むことを合意
・取組みを推進するため、益城町を加えた関係者会議を実施

・県・熊本市・益城町・県警が連携して、取組みを推進
〈今後の取組み〉
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➢ ５）周辺市町と連携した主な取組み ～その他市町の取組み～

＜益城町道路施策（（都）東西線の整備）＞ ＜益城町公共交通施策(AIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ)＞

・都市圏周辺市町とも協議を進め、連携した渋滞対策を拡大する
・引き続き、都市圏が一丸となって渋滞対策の取組みを推進していく

＜各市町との意見交換（嘉島町）＞

今後も・・・

○都市計画道路 益城東西線他2路線の整備（益城町）
・R7  ：道路改良などの工事を実施
・R8 ：南北線、第二南北線の一部供用開始
・R10：益城東西線の一部供用開始

○町道 上島下六嘉線の整備（嘉島町）
・R7 ：道路改良などの工事を実施
・工区毎に整備完了後 随時供用開始

公共交通施策

R10年度
完成予定

R12年度
完成予定

道路施策

（３） 各施策の進捗と今後の取組み

○AIオンデマンドバスの運行（益城町）
・今年10月1日から本格運行へ移行
・運行区間：益城町内の各停留所（路線バス及び専用停留所）

・運行時間：7:00～19:00（日･祝日・年末年始は運休）

・運賃：1km未満：100円、1km以上：200円（乗降場所の直線距離）

・利用実績：１日平均30人程度、月1,000人程度

 ○「益城・西原空港ライナー」の実証運行
・期間：令和7年10月1日～令和8年9月30日
・運行区間：木山交通広場～空港経由～西原村総合体育館
・平日便数：3便（朝･夕は定時、昼便は予約状況により運行）

・運賃：200円～600円（距離に応じて）
○時差出勤等の取組み
・時差出勤やテレワークなどの取組みを推進

その他施策

※益城町より ※益城町より



熊本市の取組みについて ～熊本西環状道路（池上工区）の開通～

R7.12.10 市議会報告資料を一部加工

参考資料
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交通結節点における主な取組 ＜熊本市の取組＞

■ 南熊本快速バス ＜南熊本駅前～新市街～桜町バスターミナル＞

JR新水前寺駅の利用者分散 中心市街地とJRを結ぶ基幹軸の強化 南熊本への人流創出

＜運行期間＞ 令和8年（2026年）1月13日（火） ～ 2月13日（金） ※平日のみ運行

＜ダ イ ヤ＞ 午前7時～9時 のうち10本 ※JR南熊本駅（上り）到着時刻の3分後

＜運 賃＞ 200円均一 ※市電定期利用者は無料

■ シェアサイクル ～チャリチャリ～ ＜JR豊肥本線沿線をすべてカバー＞

利用状況 （令和4年4月～令和7年10月）

利用者数 約220万人 利用回数 約302万回

（最高 4,638人/日） （最高 6,514回/日）

令和4年（2022年）4月から実証実験スタート、令和6年（2024年）4月から本格運用へ移行

▲ベーシック7円/分 ▲電動アシスト 17円/分

運動公園・武蔵塚エリア

⇒令和7年（2025年）9月16日拡大

西熊本・はませんエリア

⇒令和7年（2025年）5月1日拡大

➢ JR新水前寺駅から市電への乗り換えが非常に多く、駅と電停を結ぶ自由通路まで人が並び、横
断歩道にも人が溢れている

➢半導体関連企業の進出や空港アクセス鉄道整備等、豊肥本線は今後も利用者増加が見込まれる

背

景

熊本・菊陽
両エリア接続

➢導入当初と比較すると、利用エリアは12倍（6.3→75㎢）、ポート数は14倍（42→578か所）、
自転車台数は19倍（110→2,050台）に増加 ※R7.10.31時点

➢手軽な1分単位の料金体系で、1日の最高利用回数は6千回を超えるなど引き続き好調を維
持しており、市民の移動手段の一つとして定着

➢本年9月には運動公園・武蔵塚エリアまで利用エリアを拡大し、JR豊肥本線沿線及び各駅周
辺がすべてエリア内となった

現

状

熊本市の取組みについて ～JR豊肥本線を軸とした取組み～ 参考資料

R7.1１.20 熊本県・熊本市トップ会談資料
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